














動き続ける新しい過去を再検討す 」 （ 『文学界』
　
一九九二 ・ 九）は、
痛ましく、哀切で、過去へと閉じていかず、未来へかすかに開かれている、とりわけ素晴ら い作品とす 。小島信夫・秋山駿・木崎さと子前掲合評は、少年の「心の傷」が 品の底流にあり、靖一叔父が自分の「心の傷」 為に 「僕」と女性をまき込んで自殺を図ったという。また 僕」の正体が不明で道化師のようであり 叔父もわかりにくい為に、私小説か否か判らないとする。小島氏 「おとぎ話」 と見なす 主題について秋山氏は 心の傷 の共生 と、 「傷
を負いながらも生き延びる」ことであるとして、少年と叔父の「心の傷」は判る 、 「僕」の「心の傷」は「異質」である 指摘する。木崎氏は、 「心の傷」が文学的に扱われるなかで、繁が「亡命」したアメリカの科学者 世界は「記号化 する世界であり、人の生涯も「記号化」される世界であるとしてい 。川本三郎前掲評は 現実以上にアクチュアルな姿を見せ 過去を思い出す「僕」の行動自身の「傷」 ・負い目・罪償感を確認すると述べて、大江の作品がモラルをめぐるストイックな物語になるの 根底にある罪障感への強い自覚の為であ という。篠原茂前掲論は、事故 真相が明らかにされて叔父へ 罪障感が軽減されても、事故が ある力」と「それを越えたもの」と 働きで起きたかもしれ いという 一種の救済への願い」が、あいまいな形 はあるがはっきりと提示されるとする。先行研究ではこのように、解釈が部分的指摘にとどまり、作品世界を充分に解き明かした はいいがたい。　
本稿ではテクストを独立した作品世界として捉える。 そして 「僕」




















筆者から感謝の言葉を捧げられている日系アメリカ人の学者になったことを知る。繁 母親は 薬品会社 経営 家の跡とりである彼を理学部に進ませ ことを希望していた。彼は暁星学園高等部一年の夏に、北海道で無免許による自動車事故を起こして、叔父と若い女性 二名を死亡させる。叔父に飲酒運転 「汚名」をきせた繁は、叔父の別居中の妻（夏枝）の勧めでアメリカに 亡命 。「僕」は彼が学者への道を辿ることを夢想する。やがて「僕」は、ＤＮＡフィンガープリント法
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の研究に功績があるシゲという教授が、









師〉 をする。当時は 「戦後まだ十年 った み」 の時代であり、 「僕」は揺れ動く社会に生きてい という思いが基本感情で、服装や食事の貧しさを気にかけることもない 一方繁は「四才年上 の「僕」











なる為の取材旅行に誘う。苦学生 あ 「僕」 、繁を通じて両親から解雇されるのを怖れて、彼 言いなりになる。しかし 僕」が彼の計画を冷淡 却下できないのは、自身の小説家として成功
00
した









のあきらかな繁 父親は、僕が小説家にな 夢を抱いていることを知ると、 「そのような才能は貴重ですよ、冗談半分にしてしまってはなりませんよ」と「知的な牛のような眼 で励ました後で、 「しかし先生は冗談でなにかなさるようには見えず、小説を書く人にも見えませんな。……中学 高校の先生 見 ま 」と本音を語り「僕」に分相応の職に就くことを命じる。繁の父親は本心では「僕」を軽んじている。　「僕」が初めて出会った時の靖一叔父は、三十五、 六歳の目立って高くきれいな額をもった容貌の持主で、時代を超越した感じの茶色の詰襟を着て、いかに 懐かしげに繁を眺めていた。叔父 繁に深い愛情を抱くが、繁は叔父に反撥 て、幼く突っぱって無視しる。 「僕」の前に繁の〈家庭教師〉であった叔父は、繁が自分に反抗して成績向上させなかったことを知ってい 。 「僕 は叔父に、解雇を怖れて急場し ぎの成績向上 試み という、 「自分のしいることの底の浅さを見ぬかれ いるよう も感じ」 赤面する」ようであった。教習所で免許 取ろうとした「僕」は、左眼の弱視が判る。 「僕」 の代わりに叔父が繁と 旅に同行する。叔父は、 「僕」が「繁君とのドライヴの間お互いにノートを声をあげて読み、一問
一答するかたちで授業をすすめ」る準備をしたのは、繁の運転をあらかじめ認めているからだと見抜く。叔父は聡明な優しい人物であり、無邪気な「僕」の愚 しい行為を黙って補おうとして同行を決意したのである。し し「僕」と繁は、彼の気持ちに全く気づかない。叔父は「僕」の身代わりに、飲酒運転の「汚名」をきせられて死んでしまう。　「僕」は、 〈家庭教師〉の仕事を時給目当ての労働として捉えている。しかし叔父は、 〈家庭教師〉の本来の意味である「家庭に招かれてその子女の教育をする人
⑶
」という家庭教育の担い手として、繁
の人格教育を行うことが〈家庭教師〉の仕事であると考える。叔父は古典的・伝統的思想の体現者であり、言葉の に従って自身の行動規範を定める。 「僕」は叔父に比べると「新しい世代」の若者であり、言葉の意味を流行に従って解釈して行動 て る。　
繁は自動車への情熱を強く持っており、その為に無免許運転によ

































































は「僕」の選択に委ねられている。やがて新聞記事には、事故が叔父の飲酒運転によると書 れた為に、 「僕」は大きな悔いを感じる。「僕」は叔父が、 「僕」の身代わりに〈家庭教師〉の仕事を全うして死んだことに罪悪感を感じる。　
結果として「僕」は、突然の弱視の発覚によって命が救われたこ
とになる。 「僕」の弱視 左眼に映る 姿が、子供の災厄を守護する地蔵の姿であることから、弱視の発覚は人為的な力ではない、超自然的な「ある力」の働きによることが判る。この不可思議 力
― ―245
が、 「僕」に免許を取る資格がないという「思い込み」をさせて、「僕」 に生涯免許を取得させないのである。 「ある力」 の働きは、 「僕」の効率主義の〈矯正教育〉の効果を持つ。また「僕」は、罪悪感に苦しむ夫（靖一）を救えないことに苦しむ夏枝を誘惑した行為に、今も深い罪悪感を感じる。　
次に叔父の罪悪感について考えたい。彼は中国から帰還後、 「中













































そ取り返しがつかないと思って」 、 「自分 してはできることな 火星へでも「亡命」したかった」と述べる。当初繁の「亡命 目的は罪の償いではなく、 「鬼」 な た叔父からの逃亡にあった。 「亡命」後の繁は事故や叔父のことを記憶し続けて、自虐的 でにそ






















中毒症状のもとでは恐怖心を誘われるほどの荒れ方だったが、それがなければ本当に真面目な優しい人でした。最後 先妻ひとりで看とった。火葬した灰は、父親が孤独な青春時を過した島の沿岸に撒いてくれ いっ そうです。 （中略）
―
遺灰

















なり、 「僕」は恵比須神の性質を持つ。繁と叔父、 「僕」と叔父という二組のペアの関係性は、本来の大黒天と恵比寿神のペアの関係性と同じである為に、 「僕」は性質の異なる二人と共に行動が出来ない。 「僕」の「心の傷 が、繁や「顔をズズ黒いふう 紅潮させた」叔父とは 異質」である はこの為である。　
繁にとって三十五年の「亡命」生活は、 「過剰」な罪悪感による



















する物語である。また「僕」 叔父という 二 〈家庭教師〉仕事ぶりが描かれ 叔父は、繁に過去の罪の告白を執拗に迫られ、その苦しみから逃れる為に自殺をするが、結果として繁 〈自立〉を促し、繁と自身の二人を救済した。繁の「亡命 当初、罪の償いではなく 叔父が「鬼」となって復讐に来 ことからの逃亡であった。 しかし彼の 「亡命 生活は、 亡命」 いう形式を借りた 〈矯
正教育〉としての意義がある。 〈矯正教育〉によって〈自立〉した繁は、 「僕」と靖一叔父という二人の〈家庭教師〉を救済する。テクスト キリスト教を本当には信じていない人間が、罪の償いを形式的に利用する行為を批判している。また自分を過剰に責めるとう罪の償いの「方法」は、無意味であ とする。人生の危機は、現実から逃れずに、苦悩しながらも現実をただ「生き延びる」ことで人為では如何ともし難い超自然的な「ある力」の働きによって、自ずと解決する。現実生活から遊離したところに、自己や他者を救済する為の〈祈り〉は存在 な のであり、 〈祈り〉はただ現実 「生き延び 」 なか しか生れない。 主題は、 現実 問題を解決 「方法」が宗教では く、個人が現実生活のなかで抱かざるをえない〈祈り〉を、社会に還元させて実現させる「方法」の提示にある。　
大江は、情報ではなく、自身の「感覚」で物事を判断して行動す







年後の『僕が本当に若かった頃』においてそ 造型に成功する。このような意義を持つ『僕が本当に若かった頃』 大江文学の主題を考える上で非常に重要な作品であり、従来から 作品評価の高さ内実は、ここにこそ存 と断じてよいのではな だろうか。註
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第六版』 （岩波書店、二〇〇八 ・ 一）を参照。
⑷
　『神経眼科学用語辞典』 （メジカルビュー社、二〇〇三 ・ 九）を参照。
⑸
　






吉井良隆『えびす信仰事典』 （戎光祥出版、一九九九 ・ 三）を参照。
⑻
　
稚拙「 『他人の足』論
―
「僕」の〈意識〉をめぐって」 （ 『国文目白』
　　
二〇〇八 ・ 二）を参照されたい。
〈附記〉 『僕が本当に若かった頃』本文の引用は、 『大江健三郎小説
　
８』 （新
潮社、一九九七・一）に拠った。
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